
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

平成 28 年度センター事業に関する 

アンケートでいただいたご意見です。 

こくぶんじ協働ニュース 第 49 号 ① 

こくぶんじ協働ニュース 

ぼ ら こ Collabo 

アンケート報告 

・休日、夜間の利用が出来るようにしてほしい   ・駐車場、駐輪場が無く不便 

・カラー印刷が出来るようにしてほしい      ・団体の事務所的機能があると良い 

・会議室の音漏れと、会議中の印刷機の音が気になります 

◎いただいたご意見は今後の市民活動センター運営の参考とさせていただきます。 

 

★今後のイベントに関するテーマでご希望の多かった『空き家』については今年度

『こらぼ de サロン』のテーマとさせていただきましたので、ぜひご参加ください。 

１面 こらぼ de サロン開催告知、他 

２面 フェスティバル報告 

３面 フェスティバル報告・協働事業 

４面 東経大地域連携センターの紹介、他 

５面 団体イベント紹介・センター長通信 

６面 団体からのお知らせ・センターから

のお知らせ・事務局長あいさつ 
 
発 行 こくぶんじ市民活動センター 

第一回目のテーマは『国分寺市の空き家の現状について』 

自由な交流の場として毎年開催している『こらぼ de サロン』。日頃の活動で感じて
いる事や広く共有したい事、困っている事などをお話しいただく時間ですが、今年度は
地域で増えている空き家をテーマに市の担当者も交えて開催します！みなさんで、地域
の空き家についてお話しませんか？ 

資料とお席のご用意がありますので、ご参加いただける方は事前にこくぶんじ市民活
動センターまでご連絡ください。みなさんのご参加をお待ちしています。 

日時：平成 29 年７月 31 日（月） 14:00～16:00 
場所：こくぶんじ市民活動センター ミーティングスペース 
定員：15 名（先着順、申込締切：７月 25 日（火）センターまで） 

平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日 

★登録団体数：147 団体 

★ホームページアクセス数：79,055 件 

★利用者数：5,375 名 

★会議室利用率：平均 63.1％ 

こくぶんじ市民活動センター今後の 

スケジュールは・・・ 

◆８～９月：第 2 回こらぼ de サロン 

◆９～10 月：第 3 回こらぼ de サロン 

◆東京経済大学地域連携センターとの 

シンポジウム（開催日未定） 

など 
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4 月 23 日（日）ひかりプラザにて「第 11 回こく

ぶんじ市民活動フェスティバル」を開催しました。 

お天気にも恵まれ、過去最高の 1000 名を超える来場

者をお迎えし、会場は大勢の人でにぎわいました。 

ぶんじほたるの「ホッチ」も登

場！ステージでフォークダンス

を踊ったり子どもたちと写真撮

影をしたりと、会場を盛り上げて

くれました。 

 

◆ステージ◆NPO 法人健康体操

指導ワーカーズ・国分寺太極拳一

楽会・こくぶんじ地域クラブ・

Shine★・スイトピー・日本スポー

ツ吹矢協会国分寺支部・フォーク

ダンスサークルひまわり 

＜特別出演:ダンスミックス＞ 

◆ブース◆絵本お楽しみ会・NPO 法人お産サポート JAPAN・NPO 法人くらしの安全安心サポーター・コアラッコ親子ひろばサ

ポート国分寺・NPO 法人国障連喫茶・国分寺カウンセリング勉強会・国分寺市老人クラブ連合会・国分寺助産師会・CHEERS（ぶ

んハピねっと）・東京経済大学ボランティアサークル Clover・（一社）日本スポーツ吹矢協会むさし国分寺支部・（一社）一粒福祉

会・（一社）プレイセンター小さな森・NPO 法人まちづくりサポート国分寺・ミズモリ団・緑と自然を育てる会・夢工房ふれあい

の場・NPO 法人ワーカーズ風ぐるま 



  
   

事業名 提案団体 担当課 協力課 

こくぶんじ青空ひろば 認定 NPO 法人冒険遊び場の会 子ども子育て事業課 子育て相談室 

協働を進めるための市

職員・NPO スタッフ合

同研修 

国分寺・協働を進める NPO 連絡会 

（共同提案団体：NPO 法人ワーカーズ風

ぐるま/ミズモリ団/認定 NPO 法人冒険遊

び場の会/ NPO 法人まちづくりサポート

国分寺/NPO 法人お産サポート JAPAN） 

協働コミュニティ課 職員課 

こくぶんじ協働ニュース 第 49 号 ③ 

平成 30 年度実施 提案型協働事業 市民活動団体の事業提案を募集 

 提案型協働事業とは、団体が事業提案を行い、市が採択した事業を提案団体に委託し、市と協働で事業を

実施します。市や団体の特性や得意分野を生かすことで様々なアイディアが生まれたり、お互いのネットワ

ークを生かして幅広い事業展開ができ、よりよい事業としての効果が期待できます。皆様からの御提案お待

ちしております。 

【募 集 期 間】 平成 29 年７月３日（月）～７月 21 日（金） 

【提 出 先】 国分寺市役所 協働コミュニティ課（本町 4-1-9 本町クリスタルビル４階） 

（土日祝日を除く、午前８時 30 分～午後５時） 

※担当者不在の場合がありますので、ご提出の際は事前にご連絡ください。 

【選 考 方 法】 １次審査＝書類審査、２次審査（１次審査合格団体のみ）＝プレゼンテーション 

※詳しくは募集要項をご覧ください。 

【募集要項配布】 協働コミュニティ課にて配布。市ＨＰからダウンロードも可 

 
≪昨年度採択事業：今年度事業実施済または、実施に向け準備中です≫ 

◆道路会場◆国分寺であそぶ KAI・ひかり新幹線おやじの会・

NPO 法人 Ohana・かたぐるまの会・国分寺市社会を明るくす

る運動推進委員会・子どもボランティア（フェス運営委員会） 

◆協力◆鉄道情報システム㈱・東京経済大学地域連携センター・ダンスミ

ックス・光商店会（MARZO・和菓子司八重垣・REGALO・ワインバル

うららか国立）・丸の内佐渡特選館・COOP みらい東京・JA 東京むさし・

石川酒造(株)・国分寺郵便局・佐渡汽船(株)・多摩信用金庫・中華料理浜

木綿・(株)三浦屋・矢島助産院・大塚製薬(株) 
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《東京経済大学地域連携センター》 

2004 年 10 月、国分寺地域における「市民との連携・協働の推進」「経済・産業・文化等、諸活動の発展」

「学生の現代的教育ニーズの充足」を目的として、市や商工会、地元企業・団体と東京経済大学による「東京

経済大学・国分寺地域連携推進協議会」が組織されました。 

2013 年 6 月には、地域連携と産学連携の窓口として、地域連携センターが設置され、 

2015 年 11 月から窓口業務がスタートしました。地域連携センターでは、シンポジウ 

ムやフォーラム・研修会などの運営、外部機関及び学内（教職員・学生）からの情報収 

集と情報発信、地域連携・社会貢献活動への支援を行っています。 

学内の１号館２階にある地域連携センターでは、学内の方が学外関係者とのミーティン

グに使用できるスペースもあり、学生さんの活動の写真パネルなども展示されています。

地域連携・社会貢献を課題とするゼミを中心として、「国分寺物語」や「障害者スポーツ

フェスタ」に関わっています。また「ぶんぶんウォーク」や「国分寺まつり」などのイベ

ントでも、学生さんの姿をよく見かけますが、市民のみなさんが目にする活動は取り組み

のほんの一部です。 

昨年の市民活動センターとのコラボレーションシンポジウムでも「エコキャンパスを創る」特別ゼミの

学生さんに「東経大崖線緑地改革」として、キャンパス内の国分寺崖線の整備についての取り組みを発表

していただきましたが、学生さんが市民の方の協力のもと、管理計画を立て、管理活動を行い、学内への

広報を考えたりと、地域の貴重な財産を活かす取り組みをしています。 

ホームページでは、コンペ受賞などを含め、他にも沢山の活動が紹介されて

いますので、ぜひご覧になってみてください。※学内のゼミの取り組みなどが

紹介されているパンフレットは、市民活動センターでもご覧いただけます。 

 

この日行われたのは、東京都ターゲットバードゴルフ協会主催の大会です。当日は

風も少なく、ターゲットバードゴルフ（以後 TBG）には最高のコンディションの中、

179 名の参加者で大会は競われました。国分寺からは 22 名の方が出場しました。 

TBG というスポーツは日本人が編み出した日本発祥のニュースポーツです。ゲームは４人一組で行われ、

ゴルフボールにバドミントンの羽根のようなものをつけた専用ボールをクラブで打ち、傘をさかさまに立て

た形の直径 110ｃｍのホールへ入れる屋外スポーツです。必要な道具は羽根つきボール、クラブ１本とボ

ールを打つためのショットマットとホールのみです。TBG には老若男女誰もが、気軽に楽しめる点がたく

さんあります。ゴルフと違い、ボールの飛距離は 18～22m 程度と短く、安心してフルショットでクラ         

ブを振ることができます。マットを敷いてボールを打つので地面も芝も傷めません。羽根つきボールのため、 

人に当たっても危なくないし、それでいて風の影響も受けやすいため、自然との戦い

も楽しめます。“ゴルフの雰囲気も味わえ、しかもゴルフより安価で毎日でもプレイ

ができ、かつ健康維持増進にもつながるスポーツ”と紹介されています。（TBG 協会

の HP より） 参加者最高齢は 90 才の方で、背筋もピンとしていて、とてもお元気

でした。26 年間続けているそうです。 

参加者の方たちが打順を決めるため、真剣な顔でじゃんけんをしている姿は微笑ましく、しかしショット

の音は鋭く響き、カラフルな羽根つきボールが飛び交う活気あふれた会場でした。 

体験コーナーも設置されていて、小さなボールを思った方向へ飛ばすのは難しかったですが、

とても楽しかったのでまたやってみたいと感じました。 

TBG 体験に興味のある方は６ページの「団体からのお知らせ」をご覧ください。 

登 録 団 体 イ ベ ン ト 紹 介 

◆国分寺 TBG 協会◆  2017 年 6 月 19 日（月） 

『東京都 TBG 協会第 113 回公認指導者競技大会』 場所：都立武蔵国分寺公園 



講演会の様子。別室では写真展・弾き

語り・マッサージ・ガイドヘルプ体験

等が行われていました 

書かれた文字を音声で読みあげる

機械（いろいろな種類があります） 
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◆NPO 法人 視覚障がい者ネットワーク コトリナ◆ 2017 年 5 月 14 日（日） 

『ロービジョンフェア～LowVisionFair～』 場所：いずみホール 

ペ ンで なぞる と

記 録し た音声 で

読 み上 げてく れ

る 特殊 なシー ル

を 使え ば間違 い

や すい 物でも 見

分けがつきます。    

オセロ・ルービックキュ

ーブ等ゲーム各種 

＊ロービジョンとは、病気やケガなどにより「見

えにくい」「まぶしい」「見える範囲が狭くて歩

きにくい」など日常生活に、不自由さをきたし

ている状態をいう。ロービジョンケアの対象は

「見えにくい」だけでなく「見えない」も含む。 

前回まで病院内で行われていたロービジョンフェア。５回目の開催

となった今回は、より多くの方に身近に感じ、接していただきたいと

の思いから、いずみホールでの開催となりました。 

ロービジョン（視覚障がい）の方の生活を手助けできるグッズ展示

や、情報などを実際の利用者の方が紹介していました。ギターの弾き

語りで場内が和んだところで、「ロービジョンケアを始めよう！使っ

てみよう！」の講演会が始まり、視能訓練士の新井千賀子さんと塩田

さん（コトリナメンバー）が、『見えにくい人の“出来ない”から≪

やらない≫』を、『“工夫したら・手伝ってもらったら”やりたいこと

が≪出来る・増えていく≫』になることを目指しているとお話し下さ

いました。実際に、トランプやオセロなど触ってわかる（目印や、マ

ス目に工夫がされている）ゲームを体験。また、シャンプーなどの日

用品に貼る点字シールを無料配布している企業があることや、黒いノ

ートや手帳に白いペンで記入すると見やすいこと、タブレットでの読

み上げ機能など、今まで知らなかったことを知り、体験することがで

きたイベントでした。 

ロービジョンケアについて興味のある方は、ＮＰＯ法人視覚障がい

者ネットワークコトリナさんまでお問い合わせ下さい。 

（連絡先：kotorinanet@yahoo.co.jp） 

ご挨拶が遅くなりましたが、平成 29 年 4 月 1 日より、こくぶんじ市民活動センター長になりました、

柳功一です。福祉保健部からの異動となります。また、事務局長に髙木央子係長も同時に配属となりまし

た。どちらも市民生活部は初めてとなりますが、これから新鮮な気持ちで業務に取り組んでいきたいと思

っておりますのでよろしくお願い申しあげます。 

 さて、平成 29 年度から新たな総合計画として『国分寺市総合ビジョン』が始まりました。まちづくり

の基本理念には、「参加と協働により、地域課題の発見・解決に取り組むことが必要」とあります。現在

の複合化する課題の解決には、市・市民・事業者等が一丸となったオール国分寺で取り組んでいくことが

必要だということです。市民活動団体のみなさんもオール国分寺のメンバーになりますので、ともに地域

課題の解決や地域活性化に臨んでいければと思います。 

先日、市民活動フェスティバルに参加させていただきましたが、様々な世代が集まり活気のある楽しい

イベントでした。毎年、地域のみなさんが楽しみにしているとの話にはうなずけます。 

市民活動団体のみなさんが元気であることは、協働の推進を促し地域の活性化につながると考えます。こ

れからも、市民活動団体の活動を支えるために、利用者のみなさんにとって使いやすい施設運営を目指し

てまいります。よろしくお願いいたします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 編集後記 

今号の「こらぼ」は、４月に行われたフェステ

ィバルの様子や、こらぼ de サロン開催情報、登

録団体が開催している大会やイベントの紹介な

どなど。盛りだくさんの６ページ！お楽しみく

ださい！（R） 

こくぶんじ協働ニュース 第 49 号 ⑥ 

お 知 ら せ 

「おもてなし英会話・国分寺」新会員を募集中！ 

2020 年開催の東京オリンピックのボランティ

ア活動を当面の目標として、おもてなし英語を愉

快に励まし合いながら磨いています。 

日：3 週毎の月曜日 費：月 200 円 

問：042-572-4677（浅賀） 
おもてなし英会話・国分寺 

健康体操クラブ・戸倉「男性向け・公開講座」 

講師小川葉子（健康運動指導士）による、運動の

苦手な男性向の講座です。体験に来てください！ 

   日：７月７日（金）9:45～11:15   

   場：福祉センター 持：運動靴、水 

問：042-329-1227 費：無料 

自立生活体操をひろめる会 

新入会員の募集 

小・中学生のみなさん、剣道で体と心を鍛えませ

んか！現在、各５つの道場で約 80 名のお友達が

稽古しています。稽古時間、連絡先等は「国分寺

剣友会」ホームページをご覧ください。 

問：http://kokubunjikenyukai.org/index.html 

国分寺剣友会 

◆登録団体情報冊子が出来ました！◆ 

今年度の登録団体情報冊子を６月に発行しまし

た。センターでお渡しの他、各公共施設（地域セ

ンター・公民館・図書館など）に閲覧用を設置し

ています。お手元に必要な方は、お手数ですが、

センターにお立ち寄りください。 

◆ミーティングスペースが登場！◆ 

オープンフロアーにミーティングスペースを設 

置しました。最大 15 名程

での利用が可能です。会議

室の代わりに、ちょっとし

た打ち合わせなどにご利用

ください。予約優先です。 

発行・編集  
こくぶんじ市民活動センター（国分寺市役所 市民生活部 協働コミュニティ課） 
〒185-0012 東京都国分寺市本町４丁目１番地９ 本町クリスタルビル４階 
Tel 042-２０８-３６３６ ／ Fax 042-２０８-３６３７ 
e-mail kccpc@jcom.home.ne.jp 
http://www.collabo-kokubunji.com/ 
開館時間 月～金曜日 9:00～17:00（年末年始を除く） 
 
平成 29 年 7 月 1 日発行 KOKUBUNJI 

Collabo 

（一社）プレイセンター小さな森の紹介② 

事業②子育て相談：毎月第 4 火曜日、10 時～16

時。渡辺宅。担当はカウンセラー金澤征子氏（ス

クールカウンセラー、産業カウンセラー、後輩の

指導等で活躍中）。詳細はお問い合わせください。 

問：042-324-5777（渡辺） 

（一社）プレイセンター小さな森 

ターゲット･バードゴルフを体験してみませんか！ 

ゴルフをミニ化した誰でも楽しめる健康的なニ

ュースポーツです。一度体験してみませんか？ 

  日：毎週火・金 午前中 

  場：けやき運動場 

問：080-9822-7437（西村淳一） 
国分寺 TBG 協会 

市民活動センター登録団体の皆様、はじめまし

て。４月１日付けで事務局長となりました、髙木と

申します。以前は総務部におりまして、市民活動に

携わるのは初めてです。 

 ４月にはさっそく市民活動フェスティバルがあ

りました。大勢の市民の方が参加され、大変な盛り

上がりでしたが、皆様のおかげで事故もなく、無事

終了することができました。私は市職員でありなが

ら初参加でしたが、団体の皆様の熱意と活気あふれ

る様子に圧倒されました。 

 事務局長となってから３か月経ちましたが、どの

ような団体がいてどんな活動をされているのか、ま

だまだ分からないことばかりです。これからたくさ

ん皆様にお会いして、市民活動センターとしてどん

な支援ができるのか、何が必要とされているのか、

スタッフ一同と皆様とともに考えていきたいと思

っています。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 


